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社会福祉学理論の形成と展開について
一関村理論の理解をめざして

田中康子

本論文は、 「社会福祉学の理論を学び研究するには、岡村社会話祉学理論とその講築の過程

を理解することが重要j を明らかにすることを目的としている。目的を達成するための手法は、

( 1 )わが田における社会福祉理論の形成と継承の歩みを概緩し整理する。 (2)先行研究を

継承する岡村氏の研究と教育、それもこれまでに緒家の理論研究の擦にほとんど採用されるこ

とがなかった、関村氏の戦前及び『社会福社学(総論)~刊行までに考察範毘を限定し攻究を

試みる方法を採用した。論文のテーマを岡村理論に罷定した理由のひとつには、吉)11孝順氏の

分析、弓虫自の見解を提起し、その後の社会構祉研究に重要な影響力を及ぼしてきたのは、開村

の社会揺社毘脊論である r関村の臨有論は、 60年代以詩、先行する技痛論の系譜を吸

収しつつ、その支持基盤を広げ、こんにちにおいても重要な影響力の源泉であり続けているJ{l)

がある。

輪文の帯感

はじめに

第 l輩 社会福祉の理論研究の萌芽と継承

1節 わが国における社会話祉の理論化の萌芽

第2節 社会福社の理論化の進展と形成

第3部 社会補祉の理論化の停止と継承

第2輩 関村議夫の戦前の研究と社会福祉学研究のはじめ

l笛戦前の研究

第2節 終戦車後の実証的調査研究

第3節社会福社の学的研究

第3輩 関村議犬の社会播社学構築への歩み

1節 関村と社会補祉本質論争

第2箆社会福ぞIl:本質論争の価植

第3節 社会福祉本質論争と岡村理論
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第3箭『社会福祉学(総論)Jlへの評価
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論文の要旨

社会福祉学理論の形成と展開について

第 1章では、吉田久一氏の「単なる『社会福祉論.11 は『社会福祉理論JI とはいえない。また

社会福祉の理論的研究は、その系譜である慈善事業論、救済事業論を含めても僅か100年のこ

とにすぎない。その中で理論として歴史的位置を持てるものは、留岡幸助『慈善問題jl、井上

友一『救済制度要義』、小河滋次郎『社会問題救岨十訓Idl、生江孝之『社会事業綱要JI、海野

幸徳、『社会事業学原理』、大河内一男「我国に於ける社会事業の現在及び将来」、孝橋正一『社

会事業の基本問題』、岡村重夫『社会福祉学(総論)j]等にすぎない。この中で留岡・井上・

小河の所論は、社会福祉理論にとって系譜的存在というべきJ(2)の教えに導かれ、留岡氏・井

上氏・小河氏の研究成果を土井洋一氏、右田紀久恵氏、遠藤興一氏の分析を含め整理した。第

2節では、留岡氏らの慈善・救済理論が継承される大正・昭和初期を考察範囲として小河氏、

海野氏の研究を概観した。磯村英一氏の海野氏の概念規定に対する厳しい批判、中垣昌美氏に

よる海野氏の概念の特徴を分析する論文も援用した。第3節では、海野氏と磯村氏らの社会事

業の概念についての論争が「昭和初期社会事業本質論争」へと継承されて行くことを辿りなが

ら、大河内一男氏、服部英太郎氏、風早八十二氏らの業績を一顧した。さらに吉田氏の「敗戦

から昭和三0年代初頭にいたる戦後社会事業理論は、戦前の全般的危機以降の社会事業理論と

一面連続し、一面新たに占領軍当局によって指導された社会事業『近代化』理論を加えながら、

高度成長以降の社会福祉事業理論へと連続するJ(3)の「連続を担った研究者のひとりとして岡

村氏を位置づけ」、それを論拠として戦前における岡村氏の研究を学び理解することが「岡村

理論」を理解するための不可欠な学びであることを論述した。

第2章では、岡村氏の戦前の研究成果である論文と著書を概観し整理した。 r独逸努働戦線

の職業教育に閲する新方針J(4)には教員の質や継続教育が将来の熟練工の育成にとって意義が

あると論じられていること。 r努働資源、の園防的統制」には、 「一元的、計量的なる労働資源

の全園的調査を橡想することなくしては、不可能J(5)として調査の重要性を提唱する論述があ

ったことを特記した。~戦争社曾皐研究jJ (6) については、和辻哲郎氏の諸研究を援用して理論

が展開され、著書への評価はすでに秋元律郎氏と松本英孝氏によって付与されていることを加

えた。第2節では、岡村氏の戦前戦後における一貫する研究の視点を例証する方法として、終

戦直後の実証的調査研究である「終戦直後の市民生活J(7}の論文を分析した。また、大橋薫氏

や右由紀久恵氏らの証言をもとに岡村氏の一貫する調査研究の姿勢を明らかにした。岡村と多

くの人々との出会いは、 「社会福祉主事資格認定講習J 社会事業研修所の事業」を通してま

とめた。 r社会福祉主事資格認定講習会講義科目並びに講師の名簿J rs CAPライブラリー

とのかかわりJでは、岡村氏の研究分野の進展とソーシャルワーク研究への視点の拡大を推察

した。岡村氏の日本社会福祉学会創設時のエピソードからは、学会の一員として忘れてはなら

ない事実の存在を学んだ。

第3章では、岡村氏の社会福祉学構築への歩みを理解し学ぶために岡村氏の論文発表に始ま

- 12 -



弘前学院大学大学総社会嶺註学研究科修士論文抄総集第l号 (2006)

る「社会福祉本質論争」に注目した。論争に参加した田村米三三郎氏らすべての研究者の論文を

永岡正日氏や真田是氏らの分析を接用しながら整理した。それを受けた第2節では松田英一氏

の「論争としてはさマ程マ実りあるものを残さなかったj級会受け入れつつも吉留氏の

争j への意義と評缶。開本民夫氏の「社会事業におけるケースワークなどの方法論的体系をめ

ぐる論争がはじまる戸の分析を提要視し、戦後日本の社会福祉の理論研究とソーシャルワー

クの理論と実践の研究に貢献した岡村氏の功績を宮田和明氏、松田氏らの研究を受けながらま

とめた。第3節では、論争後の「岡村理論の独自性」を整瑚した。岡村理論を理解する撚

要な「社会と個人」の関係には特に注目した。そして、関村氏にはじまる本質論争が

護制度とサーピス論争J 仲村・陣論争Jなどと称される学術論争へと引き継がれていくこと

をまとめながら関村理論がしだいにその全体橡を明惑にして行く継続性を追究した。

4輩では、 「本質論争j において社会話社及び、ソーシャルワークの理論研究と実践

を寺えた関村氏の社会福祉「学j 攻究を鮮明にした。第2節では、 r社会福祉学(総論)~を

とり上げ、 「序言j に記述される岡村社会福祉学と家政学との関連に注目した。関連理由を松

よって補足した。第3節では、 『社会福祉学(総論)Jj に対する評価を整理した。

最初に出版1カ月後に出された磯村氏の書評を紹介し、継続する関村氏の理論の深化と展開に

対しでは、本田徹郎氏、孝橋正一氏、生武弘章氏、松井二郎氏、杉本一義氏らによる設事jと

賛を採用した。さらに、関村理論とソ…シャルワーク理論との関連については、話器敏撞氏、

出村和子氏、野坂勉氏の貴重な研究業績を披用させていただいた。

今後の研究課題

本論文は、 「岡村理論を理解するためにJとの副題の意図を達成する方法として、今まで、

ほとんど取り上げられることのなかった岡村氏の戦前の研究業績にも注目した。この考察で明

らかにできたことは、 「戦後に先学が樹立、体系化した社会福社学理論を学び研究するために

は、戦前の関村氏の研究と護読する研究姿勢の一貫性を学ぶことが不可欠Jということである。

それゆえ私に年えちれた今後の研究の課題は、関村氏の戦前からの論文、著諜をさらに深く読

み理解すること。また、 1980年以後の関村氏の講演等に岡村理論をより深く研究するための

貴重なキーワ…ドが残されており、その整瑚も盤嬰な課題と考えている。

最後に岡村理論の明解を試みた私に対して岡村氏は、 「戦争の歴史を忘れてはならない。そ

の事実を学びそれを語り伝えることも社会福祉学を研究する者の使舟であるj を教示されてい

るように思えてならない。 E的
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